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C 〈暑い〉 ？atsu’i Pa宅li’i　　　＊？atsuゴi
〈厚い〉 ？atsul 2atli，i　　　　　＊2atSU三，童
　　隅由方雪ではAグループの形容詞は語幹末に1という母音をもっているという特微がある。標準語で語幹
　末の母音がuまたはoである単音節の形容詞がAグループの形容詞である。標準語で語幹宋がuまたはo
　　であっても，単音節語幹でなければCグループのようになる。Bグループの〈良い〉だけがうまく説聡でき
　　ない。形容詞の否定形は，例えば〈赤くない〉／？aka＆u＝Ra＆1／lj　？a’kooneeのようになるが，動詞の否
　定形は，例えばく食べない〉／tabe　＝　na＆i／はtabena’iであってtabene’eではない。また，形容詞の否定
　形のアクセント核は語幹にあるけれども，動詞の否定形のアクセント核は語幹にはない。これは形容詞に付
　　く／na＆i／と動詞に付く／na＆1／とが別のものであることを示している。ちなみに，否定辞N　1・ま動詞に
　　は付くが，形容詞には付かない。
2）標準語では，kは形容詞の認幹の一部ではないと考えたほうが都合がよい理由がある。それは無核語幹の形
　容詞のアクセント核の位置を正しく説明する必要があるからである。〈赤い〉を例にとってみるとアクセント
　　は次のようになっている。
　　　　　　　　　　　　　1　　　　　　　　　　2　　　　　　　　　　　　　3
　　　　　〈赤い〉　　　？akai　　　　　？akakaro’0　　　　　　2aka’katta
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　？aka，1〈u
？aka，kereba
　　この基底形は次のようになっていると考えられる。
　　　　　　　　　　　　　1　　　　　　　　　　2　　　　　　　　　　　　　3
　　　　　　　　　　／？aka＆i／　　　／？aka＆’kar＆0’0／　　　／？al《a＆’kar＆ta／
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［÷P］
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／？aka＆’ku／
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／？aka＆’ker＆re’ba／
　　すなわち，’kar，’ku，’kerがそれぞれ基底形にアクセン1・核をもっていると考えられ，2の場会は隙己主
　張型」のo’oのために’karのアクセント核は消えるけれども，3の場合は’kar，’ku，’kerのアクセント核
　　が現れると考えられる。3の場合のアクセント核の位置を蕉しく説明するためには，こう考えるのが最も霞
　然である。もし逆にkが藷幹末のほうにあると考えると，余分な規則が一つ必要になる。すなわち，例えば，
　？aka’ka£taの基底形が／？al〈ak＆ar＆ta／だとすると，基底形のアクセントは，語幹が無核である以上，
　／2akak＆’ar＆ta／のようでなければならないけれども，この形から2aka’k＆ar＆taを派生するためには，、ア
　　クセント核を移動する規疑が必要になるからである。
　　無核語幹の形容詞をもたない岡山方欝では，以上の議論はkが語幹の一部であるか，語羅の一部であるか
　　を決める読拠としては利稽できない。
3）勲詞のアクセント核付与規鋼は次のような形をしている。詳纈はヂ分簸膏とアクセント（3）」で述べる。
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　　　　φ　一一一・　’／　V　　　　（C）（V）］　　　　　　　　　（アクセント核付与規則）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ソ
4）筆者のideoleetでは，〈赤い〉は？ake’eであるのに対し，〈書いた〉はka’itaであってke’etaではない。こ
　　の事実を説明するためには，〈赤い〉の基底形が／？akak＆1／や／？aka＆ki／であるよりも／？aka＆i／で
　　あるほうが都合がよい。つまり，岡化は基底形における母音連鎖には適解されるがkが消去の後に出現した
　母音連鎖には適用されないと考えられるからである。〈書いた〉は／kak＆ta／→kak＆i＆ta→ka＆i＆ta
　　のようになると考えられるが，この段階では岡化は適用されないと考えると，ke’etaとならないことが説明
　　できる。この関係を規則の順序の面から述べると，岡化はk消去に先行するといえばよいことになる。〈赤
　　い〉が？aka）’ce，〈書いた〉がkff）’eetaとなるような話者（岡山方雷1＞の場合は〈赤い〉の基底形にもkを
　認めておき，k消宏の後で同化が起こると考えることによって形容詞にも動詞にも岡化が起こることを説明
　　することができる。ただし，〈買う〉は岡山方霞のどのスタイルにおいても，kauであってkooとはならな
　　いから，子音消虫の後で隅化が起こるという一般化はできない。
5）N以外は単独でも周いられるものばかりであるから，aや1が頭に付いてている形を基底形に選ぶのは，妥
　　盗ではない。したがって，Chew（1973：32－33）の方法1ま受け入れられない。tabe＋analから毛abe＋nai〈食
　　べない〉を導き出すためには，e＋a－，　eという規則が必要であるが，〈食べてあげる＞tabete÷ageruから
　　く食べたげる＞tabetageruを導き出す場合にはこの規鋼は適嗣できない。漏は＆とは違った境界を表す。
6）（2－33）の場合はooC＄→oC＄（＄は音節境界）のような一般化ができるけれども，隙山方雷1，　IIにはta’be，
　　ka’keに対して，　lite’e，　jare’eというように，　e～e’eという交替がある。この場合は条件が違うので一般化
　　はできない。
7）アクセント核の位置も考慮にいれた分析は「分節音とアクセント（3＞」で行う。
8）V－一・φ／　　　　G＞VV　「分節音とアクセント（1）」を参照。
9）
［藩ト膿レ1細・
　　「分節音とアクセント（1）」を参照
10）McCawley（1968：123）では二っのステップを腿いている。すなわち，
ーレ轟
9
ー →　h　／ ＆t
　　　　・一・／｛1｝一
ただしhはk，9に対応する摩擦音を表している。McCaw五eyはこのような抽象的な分節音を中間段階に設け
ておき，その結果i揮入の環境が露然になるようにしている。しかし，このような中聞段階を設けるべき証
拠はない。Ashworth　and　Lincoln（1973：14－15）には，自然音韻論（Natural　Phonology）の立場からの詳し
い分析があるが，共賭的には受け入れ難い。
ω ！｝一・／
＆dとするほうが慮然になるけれども，dで終わる動詞は存在しないし，　nで終
わる動詞はvaCttOUSである。
12）〈書いた〉と〈轡きます〉におけるk消蕪の違いは，境界の違いとして扱うことができる。
／kal〈＆ta／
1〈al〈＆1＆ta
ka＆i＆ta
／1《ak＝＝mas＆ru／
　ka1くww　mas＆U
　kalく二＆i＝：苅薩as＆U
（2－23）
（2－32）
（2－37）
（2－38）
子音消去
i揮入
1挿入
イ音便化
ka｛ta 1〈alくinlaSU
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